
【袋井市】
地域防災の拠点として、いかなる時も住民を守り続ける

所在地 袋井市国本2907

竣工年 2020 年

建築面積 延床面積

構造/階数 鉄筋コンクリート造/地上5階

詳細URL

まちづくり

https://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/kurashi/kurashi_tetsuzuki/bosai_anzen/shobo
/shobochosha/1584575447411.html

1384.49 ㎡

ストック活用 環境配慮

備考

5296.07 ㎡ 省エネルギー 先進技術 防災拠点

施設の特徴・コンセプト

消防防災拠点として、あらゆる災害に対して強く機能維持可能な庁舎で、南海トラフ地震にもノーダ
メージで耐えることができる免震構造です。また屋上には、ドクターヘリや自衛隊のヘリコプター（最
大10ｔ）を24時間受け入れ可能なヘリポートがあります。さらに、庁舎北側には地域住民や消防団が放
水訓練や煙体験を実施できる訓練施設があります。

袋井消防庁舎・袋井市防災センター

ユニバーサルデザイン

免震層（オイルダンパー） 屋上ヘリポート

外観

見学可

静岡県公共建築推進協議会


